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第９回受賞者 

 

浜根 大輔 会員（東京大学物性研究所） 
 
対象業績：「放射光Ｘ線回折その場観察・透過型電子顕微

鏡観察による高圧地球惑星科学研究と天然鉱

物の記載鉱物学的研究」 
 

       推薦理由： 

浜根大輔会員は，ダイヤモンドアン

ビル(DAC)とレーザー加熱，シンクロ

トロン放射光実験，および透過型電子

顕微鏡観察を組み合わせて，高圧地球

科学の分野で顕著な業績を挙げた。さ

らに，浜根会員は天然の鉱物にも興味

をもち，これまでに 5 種の新鉱物を発

見するなど記載鉱物学の分野におい

ても著しい活躍を見せている。 

 高圧地球惑星科学に関して，浜根会員は「巨大惑星深部の鉱物

構成」に関する興味から，単純な組成を持つ酸化物の超高圧下に

おける相関係を系統的に研究してきた。その中で特にチタネイト

やチタン酸化物の研究を通して，従来の高圧結晶化学の常識を覆

す新たな知見を得ることに成功した。ATiO3は AO＋コチュナイ

ト型 TiO2 へ分解することが知られていたが，同氏はそれがさら

に密度の高い AO+ATi3O7に転移することを，DAC，放射光 X 線，

および回収試料の透過型電子顕微鏡観察を駆使して見いだした。

また，ATi3O7相の結晶構造を解明し，この相は常圧で合成される

物質には存在しない超高密度な結晶構造であることを明らかに

した。これまで，巨大惑星深部にも存在するであろう MgSiO3は

サブテラパスカルという超高圧環境下ではポストペロフスカイ

ト構造からMgOとコチュナイト型SiO2に分解することが理論的

に予測されてきたが，浜根会員はそれよりさらに高圧に存在しう

るモデルをアナログ物質の研究を通じて提案した。また，Ti2O3

の高圧相転移にも注目し，Al2O3においては約 400 万気圧で出現

する高圧相が Ti2O3 では 15 万気圧でも出現することを明らかに

した。浜根会員は「巨大惑星深部の鉱物構成」を考えるにあたり

チタネイト，チタン酸化物が非常に有効なアナログであることを

証明した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

浜根会員は「Missing Xenon 問題」にも高圧地球科学の側面から

実験的にアプローチを試みた。地球の大気はその元となった隕石

中のガスに比べて希ガスキセノンの存在度が著しく低いことが知

られており，不足のキセノンは地球内部のどこかに存在すると考

えられている。キセノンは超高圧下で金属化することから長年，

鉄と合金を形成して核に存在している可能性が指摘されてきたが，

技術的な困難から実験的な検証はなされていなかった。浜根会員

はさまざまな技術開発を進め，鉄と液化したキセノンを DAC へ

封入し，100 万気圧以上の超高圧まで加圧してからレーザーで数

千℃まで加熱する実験手法を確立することに成功した。さらに，

シンクロトロン放射光を用いて高精度のその場Ｘ線回折実験を行

い，その実験結果に基づいて地球の核の条件下ではキセノン-鉄合

金は形成されないであろうことを明らかにした。Missing Xenon

問題の解決には，キセノンが核に取り込まれる以外の可能性を検

討する必要があることが明らかになった。 

また，浜根会員は天然における鉱物の多様性への興味から記載

鉱物学分野における研究活動をもライフワークとし，これまでに

5 種の新鉱物を発見している。そのうち 3 種（愛媛閃石，宮久石，

高縄石）は筆頭で記載研究をまとめている。 

このように浜根大輔会員は多種多様な問題に関して興味を持ち，

それぞれでめざましい成果を挙げており，今後もさらに新しい研

究分野を開拓することが期待される。よって，浜根大輔会員を研

究奨励賞受賞者としてふさわしいと認めここに推薦する。 
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